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懲戒処分通知書

就業規則第●条，第●条の定めにより，下記のとおり懲戒処分に付します。

記
１　懲戒該当理由
(1) 詐欺被告事件で有罪判決を受けていながら、当社に入社するにあたり、犯罪歴はないと虚偽の事実を申告した。
(2) ●年●月●日、当社に架空の取引を報告し、合計●万円の金員を横領した。

２　懲戒該当事項
　　就業規則第●条，第●条第●号，第●号

３　懲戒の程度
懲戒解雇処分（●年●月●日付け）

· この通知書に対して，事実と相違する等，貴殿の言い分があるときは，●年●月●日までに文書で当職宛提出してください。
記
本書面を　　年　　月　　日に受領いたしました。
今後は，就業規則を遵守いたします。

氏名　　　　　　　　　　　　　　印


（C）弁護士法人長瀬総合法律事務所
本書式はあくまで参考例にすぎず，貴社の具体的な状況に応じて加筆修正していただき，貴社の責任においてご利用ください。
